
胃ろう造設の適応胃ろう造設の適応

①９０歳以下① 歳以
②感染症がないor沈静化している
③血清Ａlb値2 5以上③血清Ａlb値2.5以上
④消化管の通過障害がない④消化管の通過障害がない
⑤患者・家族が「胃ろうに関する説明の
リーフレット」を読み、胃ろう造設を望んでいる



胃ろう造設のシステム

栄養
サポ トチ ムNSTへ主治医 サポートチームNSTへ

依頼

主治医

消化器科医外科医

「胃ろう造設

造設の適応を

胃ろう造設
希望です。」

造設の適応を
チームで検討します



低栄養である場合低栄養である場合
２週間、栄養療法を実施します。

栄養状態の改善が乏しければ、ハイリスク症例として
造設の可否について主治医と相談します。



リーフレットの紹介



胃ろう造設者の背景胃ろう造設者の背景

（2011 1～11 n=48)
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胃ろう造設件数の推移
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